第２回市民自治推進委員会のあり方に関する特別委員会
日　時　　平成２１年１１月１７日（火）　１８：３０～２０：４０

場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室

参加者　　田中寛志、木村義恭、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、

山田耕一、平田和弘、川田弘教、山田正幸、平田誠治、前野利一、

石亀裕、大西宏、瀧川正義、関川昭雄、橋本真弓
配付資料　１　第１回検討委員会：合田提言案（合田委員提出）
　　　　　２　第２回検討委員会：参考資料（合田委員提出）

　　　　　３　第２回特別委員会検討メモ（瀧川委員提出）

　　　　　４　地方自治とは何か（合田委員提出）

❑　本日は、まちづくり基本条例の改正について話し合うのではなく、条例をしっかり踏まえ、今後、市民自治推進委員会がどう進んでいくか考える場にしたい。
条例の説明も行政から説明してもらうと行政側の解釈と捉えられてしまうので条例の立ち上げにかかわった合田委員からお話いただきたい。（木村）
❑　～第２回検討委員会参考資料に基づいて説明～（合田）

　　「第２回検討委員会：参考資料」の「（２）何故、行き詰まったのか：要因を探る」について（自治推進委員会へどのような期待をもって立ち上げたのか等）行政側の考えをお聞きしたい。
❑　市民自治推進委員会は、協働のまちづくりに取組む登別市にとって、行政と市民が協働でまちづくりを進めるための橋渡しとなる組織であると設立にあたっては大きな期待をもっていました。組織の立ち上げに際しては、設立準備会を立ち上げ、市民の皆さんによるご議論をふまえ設立された経緯があり、部会のイメージなどについては市側から提案させていただいています。
　　市民自治推進委員会は多くの市民が参加し、まちづくり基本条例第２８条にその設置が謳われた組織であり、協働のまちづくりのあり方等についてご議論いただく組織と考えますので、多くの方が一度に話し合うのではなく、部会方式をとった方が議論が進むのではないかという意味で部会方式について提案しておりました。
❑　今の説明には納得できない。もっと気軽に話し合う団体だと思った。入ってみると高尚な話ばかりで、委員が市民自治推進委員会から抜けていくのは仕方ないことだと思う。行政の説明はきれいごとを言っている。（瀧川）

❑　第３部会の多くは気軽な話をするものだと思って入会していると思う。行政の説明だと市民自治推進委員会はまちづくり基本条例にしばられて活動していると思う。（山田耕一）

❑　行政の説明を受けて今となっては十分に理解できる話だが、市民自治推進委員会を立ち上げる前に十分に議論すべきだったと強く思う。今更そこに戻って話をしても仕方ないので先に進みたいと思うが、市民側にも色々と問題があると思う。
　　この会が犬の糞について話し合う団体なのか議論されないままスタートした。
外部評価についても十分な議論がされないままスタートした経緯がある。（合田）

❑　まちづくり基本条例の策定時、検討委員会の出席人数が少ないまま検討が進められた。市民自治推進委員会の現状を物語っている。今の市民自治推進委員会の出席率の少なさを予見できる状態だった。（関）

❑　市民自治推進委員会は、まちづくり基本条例を具現化するための組織。まちづくり基本条例第２８条では、市民自治推進委員会は市民と市の協働に関することを協議するための組織だが、その協働とは何かを考える前に、各部会でテーマを設け活動を開始してしまった。
市民自治推進委員会には市が携わらなければならない事項が沢山あるのに、市民自治推進委員会は市民の組織だからといって市は関わろうとしなかった。市が行っているのは案内を出すとか、まとめるとか事務局機能しかしていない。市民自治推進委員会に職員が入っていないのはおかしいと思う。(山田正幸)

❑　５つのキーワードの、「分権時代」、「自治基本条例」、「市民自治」、「協働」、「情報公開」について、「第２回検討委員会：参考資料」に基づいて説明（合田）

　

❑　分権時代の地域主権という定義は難しい。国や道から指示されるのではなく、地方が決めることが地方分権。
しかし、市民と行政が直接やりあうのはおかしい。間に議会がある。議会とやりあわないと議会の存在価値がなくなる。（瀧川）

❑　先ほどの説明で、議員が全ての市民の声を代表することは無理だし限界があるとお話していたが、議員が少ないということか。もしくは議員の資質が足りないということか。（瀧川）

❑　制度の問題だと思う。議会も年３回しか開催されない。（合田）

❑　議会の開催回数を増やすなどの議論もしていかなくてはいけない。（瀧川）

❑　現実性は別として、そういう議論も市民自治推委員会でやっても良い。議会と首長が全ての市民ニーズに対応できるとは思わない。（合田）

❑　まちづくり基本条例は市の憲法であり守るべきもの。（平田和弘）

❑　まちづくり基本条例の条文は法律を超えるものは書いていない。法律を曲げるようなものを条例にすればよい。まちづくり基本条例は登別市の憲法だといえば内容に不都合はないが、もっと具体的なことを記載しなくてはいけないのではないか。

　　また、情報の公開について、今は行政の立場で情報公開をしているが、市民から見ると情報量は不十分。市民の声を吸い上げて直してほしい。そのようなことは条例に定められているのか。（瀧川）

❑　まちづくり基本条例は完全なものではない。育てていく条例である。（合田）

❑　まちづくり基本条例は理念条例。理念を具現化するための具体的なものは他の条例や規則などで定めている。理念条例は大きな目標を定めるもの。そう理解して欲しい。（事務局）

❑　まちづくりの意識が広まることが前提。どうしたらまちづくり基本条例の意義を啓発できるか。いろいろな人に意見を聞いてやっていくしかない。（平田誠治）

❑　～第２回特別委員会検討メモの内容を説明～（瀧川）

❑　市民自治推進委員会の組織のあり方について考える必要がある。あり方の方向性を決めないうちに具体的な活動にはいけない。（合田）

❑　市民自治推進委員会の組織と具体的な検討について平行してやっていきたい。（瀧川）

❑　定住自立圏やパブリックコメントなど行政の活動は市民の知らないところで進んでいる。組織のあり方など基礎的なことも分かるが、市民自治推進委員会も先に進まないといけない。（平田和弘）

❑　受け皿である市民自治推進委員会が機能していない。体制をしっかりしてからでないと先に進めない。（合田）

❑　行政に聞くが、市民自治推進委員会を一旦解散し、出直したらいかがか。（石亀）

❑　皆さんで議論して方向性を出していただきたい。（事務局）

❑　福祉のまちづくり条例の作成時には我々に知識がなかった。あの時点では運営委員会も部会も、福祉について良く分からないで進んでいた。結果的には失敗してよかったと思っている。条例づくりは難しい。良い経験をした。市民自治推進委員会もこれからだと思う。（山田耕一）

❑　先ほどの市民自治推進委員会解散の意見は、皆、多少は考えていること。行政と市民のまちづくりは市民自治推進委員会だけでは進まない。市民自治推進委員会は組織が成り立っていない。登別市には他に専門的な活動をしている団体が沢山ある。そのような団体とどうつながりを持って進めるかが問題。現状では市民自治推進委員会は他の団体から相手にされていない。（山田正幸）

❑　部会のあり方も考えたほうが良い。（大西）

❑　この会がどこに向かっていくのか定めなくてはいけない。（木村）

❑　市民自治推進委員会も２期目に入った。１期目のときにとにかく前に進んで問題があったときにはそのとき話し合おうということだった。今が話し合うべきとき。（山田正幸）

❑　今は土台づくりのとき。（合田）

❑　土台づくりとは何か。具体的にイメージできない。掘り下げて話して欲しい。（瀧川）

❑　第５部会は具体的な話を進めており参加して楽しかった。第４部会では話題となっている現地に赴くなど活動をしている。机上の論理ではなく、具体的な動きが欲しい。（石亀）

❑　まちづくり基本条例の全てを理解しないと前に進めないわけではない。大きなずれが無ければ良い。合田さんの思いも分かるがこのままだと皆窮屈になる。（山田正幸）

❑　難しいことばかり。分かりやすく話をして欲しい。（平田和弘）

❑　まちづくり基本条例の達成のために市民自治推進委員会はある。もっと理念に近づけるような簡単なテーマから話し合って進めるべき。（田中）

❑　難しいというが、例えばパブコメが分からないと言っていてこのまちが育つのか。難しいことも理解しなければ進まない。（合田）

❑　そのような考えだと委員が抜けて行ってしまう。皆ついていけなくなる。まちづくり基本条例自体は難しくないが、この条例に基づき市民自治推進委員会をどう運営するかが問題。（前野）

❑　この会議は一委員とその他の委員が論戦する場ではなく、市民自治推進委員会がまちづくり基本条例に基づき活動する場と言うことを確認し、市民自治推進委員会の組織のあり方、活動のあり方について話し合っていただく場です。どうも会議の方向性がおかしなことになっているような気がしますので、修正いただきたい。（事務局）

❑　具体性が必要。市の職員と市民が具体的なテーマで話し合うべき。特別委員会の２０名のメンバーでずっと高尚な話を進めるのは難しい。人選して小人数で進めればよいのでは。（瀧川）

❑　各部会の活動はこの特別委員会の活動と平行して行ってよいこととなっている。
特別委員会はまちづくり基本条例を確認し、市民自治推進委員会の組織のあり方、運営委員会のあり方など整理しなくてはいけない。来年の３月までに形にしたい。次回は市民自治推進委員会が組織として何をすべきか話をしなくてはならない。（木村）

❑　皆さんに文書で出してもらえればよいのでは。（合田）

❑　ペーパーは必要ない。話し合った内容をまとめるだけでよい。（山田正幸）

❑　次回のテーマは「市民自治推進委員会は何を行うべきか」とします。自分の意見をペーパーで出せる人は出してください。（木村）

❑　次回日程

　日時　　平成２１年１２月１５日（火）　１８：３０～

　場所　　登別市役所　２階　第２委員会室
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